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「勝山は心のふるさと」と話す前田さん。「と

にかく勝山に移住したかった」そうで、得意

のＩＴ技術も活用して、勝山の情報発信を積

極的に展開していきます。

コミュニケーションで“おもてなし”

　今年の２月に㈳勝山観光協会の事務局長に就任
した前田さんは、小・中学校時代は大野市在住で、
勝山を頻繁に訪れており、当時から勝山には特別
な思い入れがあったそうです。なお６月ごろ、越
前町から鹿谷町へ家族で引っ越す予定とのこと。
　前田さんは、「これまでに培ってきたＩＴ技術
等を活用し、『デジタル紙芝居』というツールを
観光に用いて、まちなか誘客に繋がる情報発信を
していきたい。」と考えており、「勝山の持つ魅力
を発掘し、ツールを使って観光客に伝えつつ、一
方的ではない双方向のコミュニケーションを展開
する。これによって勝山の魅力をより深く知って
もらえること、これも大事な“おもてなし”です。」
と話しました。
　前田さんは、これからいろいろな仕掛けを考え
ていくとのことです。

前田 勝彦 さん（59）＝越前町＝

すてきに人生すてきに人生
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人件費
23億6,458万円

扶助費
21億3,537万円

 公債費
10億
 9,628万円

歳 　　出

歳 　　入

義

務

的

経

費

の

そ

他

の

経

費

投資的経費

繰出金　　
12億　　　
5,987万円

普通
建設事業

13億　　　　
2,142万円

物件費
14億3,953万円

補助費等
 11億9,691万円

積立金
3,180万円

維持補修費
2億656万円

貸付金　4億5,430万円

市税
29億3,190万円 

国庫支出金 
13億6,453万円 

地方交付税
37億1,000万円

市債　9億7,490万円

県支出金　10億2,947万円

分担金および負担金
 1億9,598万円
使用料および手数料
 8,413万円

財産収入 2,589万円
寄附金 300万円
繰入金 1億6,278万円
繰越金 5,000万円
諸収入 5億3,504万円

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金

自

主

財

源

依

存

財

源

1億5,500万円
1,000万円
550万円
140万円

2億1,900万円
3,900万円
470万円
440万円

平成25年度 予算特集

特別会計名 予　算　額 前年度比
育 英 資 金 会 計 3,644万円 ＋ 2.1％
下 水 道 事 業 会 計 12億5,033万円 － 0.4％
農業集落排水事業会計 1億3,506万円 －32.1％
簡 易 水 道 事 業 会 計 3,714万円 －79.8％
国 民 健 康 保 険 会 計 26億9,047万円 ＋ 1.0％
後期高齢者医療会計 3億1,234万円 － 1.8％
介護保険会計保険事業勘定 27億6,260万円 － 6.3％
介護保険会計介護サービス事業勘定 1,211万円 ＋ 3.3％
市有林造成事業会計 3,753万円 ＋24.2％

勝山さんちの家計簿
例えば年収を300万例えば年収を300万

（月収25万円）とすると…（月収25万円）とすると…

平成25年度予算
（一般会計性質別内訳） 1か月の家計に例えると

市税などの自主財源
39億8,872万円

給料・パート収入
25万円

地方交付税、国・県支出金等
65億4,300万円

両親からの仕送りなど
41万100円

市債発行
9億7,490万円

各種ローンの借入
6万1,100円

収入計
115億662万円

収入計
72万1,200円

平成25年度予算
（一般会計性質別内訳） 1か月の家計に例えると

繰出金・補助費・出資金・貸付金
など 29億1,108万円

子どもへの仕送り・各種会費
など 18万2,500円

人件費
23億6,458万円

食費
14万8,200円

扶助費
21億3,537万円

医療費
13万3,800円

普通建設事業・維持補修費
 15億2,798万円

車の購入・自宅の増改築・修繕費
9万5,800円

公債費
10億9,628万円

ローン返済
6万8,700円

物件費
14億3,953万円

光熱水費・被服費等
9万200円

積立金
3,180万円

新たな預貯金
2,000円

支出計
115億662万円

支出計
72万1,200円

収　入 支　出

医療費が
増えてい
るね。

年度末、両
親からの仕
送りが増え
て助かった
わ。
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平
成
平
成
2525
年
度
予
算
決
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る

年
度
予
算
決
ま
る

〜
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た　

ふ
る
さ
と
勝
山
の
実
現
〜

・市民の長年の願望である新体育館の建設に着手する
・「エコ環境都市かつやま」のさらなる魅力アップを
図る
　勝山市では、国が示した日本経済再生のための緊急
経済対策による大型補正予算を活用し、平成24年度３
月補正予算で新体育館整備等の大型プロジェクト事業
を前倒しして進めます。平成25年度当初予算は、この
補正予算と一体的に編成しました。

予算総額 193億8,430万円
　　　一般会計 115億　662万円
　　　特別会計 72億7,402万円
　　　企業会計 6億　366万円

一
般
会
計
予
算
規
模
は

　
　
　
　
　
　

過
去
４
番
目

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、
平

成
24
年
度
３
月
補
正
予
算
と
し
て

前
倒
し
し
た
公
共
事
業
費
（
約
９

億
９
５
０
０
万
円
）
を
加
え
た
予

算
総
額
は
、
約
１
２
５
億
１
０
０

万
円
（
前
年
度
比
５
・
５
％
の
増
、

金
額
に
し
て
約
６
億
５
３
０
０
万

円
の
増
）
で
、
過
去
４
番
目
の
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
特
別
会
計
と
上
水
道
企
業
会

計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、
１
９

３
億
８
４
３
０
万
円
で
、
前
年
度

比
０
・
５
％
の
減
（
金
額
に
し
て

約
９
６
０
０
万
円
の
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
は
地
方
交
付
税
が
減
額

　

歳
入
予
算
で
は
市
民
税
、
固
定

資
産
税
を
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
と

し
、
税
率
改
正
に
よ
り
市
た
ば
こ

税
を
約
３
０
０
０
万
円
増
額
で
見

込
み
ま
し
た
。
市
税
全
体
で
は
前

年
度
比
約
３
３
０
０
万
円
の
増
額

で
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
国
の

地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
減
額
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
当
市
の
普

通
交
付
税
を
前
年
度
比
１
億
１
６

０
０
万
円
の
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
財
源
の
減
収
等
に
よ
る
収

支
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
約
１
億
３
２
０
０

万
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を
繰
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入
れ
ま
す
。

歳
出
予
算
の
特
徴

　

歳
出
予
算
で
は
、
人
件
費
が
前

年
度
比
職
員
７
人
減
員
で
約

1
7
0
0
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
児
童
、
障
害
者
、
高
齢
者
、

生
活
保
護
関
係
な
ど
の
扶
助
費
は

約
21
億
３
５
０
０
万
円
で
前
年
度

比
２
・
９
％
の
増
（
金
額
で
約
６

１
０
０
万
円
の
増
）
と
な
り
ま
し

た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
当
初
予
算

と
平
成
24
年
度
３
月
補
正
と
し
て

前
倒
し
し
た
約
９
億
９
５
０
０
万

円
を
合
わ
せ
て
約
23
億
１
６
０
０

万
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と
な
り
ま
す
。

　

主
な
建
設
事
業
と
し
て
は
、
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
）
改
修
に
１
億

9
3
8
6
万
円
、
新
体
育
館
建
設

事
業
に
６
億
８
８
３
８
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
物
件
費
は
嘱
託
・
臨

時
職
員
賃
金
、
委
託
料
の
増
額
と

旅
費
・
需
用
費
等
の
減
額
を
合
わ

せ
て
前
年
度
比
１
％
の
増
（
約
１

５
０
０
万
円
の
増
）、
補
助
費
等

が
前
年
度
比
０
・
６
％
の
減
（
約

７
０
０
万
円
の
減
）
と
な
り
ま
し

た
。
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平成25年度 予算特集

働く場の確保、まちづくり観光の推進

健康長寿のまち勝山の実現、
　　　　　　　文化振興、スポーツの振興

雪などの災害に強いまちづくりの推進、交通体系の整備

●工業振興助成金の拡充
●観光戦略の推進
●まちなかダイノスクエア
●弁天桜堤防の環境美化整備

●青少年国際交流事業の推進
●新体育館建設の推進
●地域いきいきボランティアポイントの新設

●除雪用ドーザの更新
●長尾山総合公園のステゴサウルス広場駐車場整備
●老朽危険空き家解体事業補助金の新設

●市民交流センターの改修・整備の実施
●市営温水プールの大規模改修整備の実施

ココがポイント！

ココがポイント！

ココがポイント！

• 「大規模工業用地取得奨励金」を創設し、用地取得や造成
に要する経費への支援を強化します
• 勝山市が全国に誇る観光素材である「恐竜」を軸に、全国
へ情報発信することにより、ホームページへのアクセスを
飛躍的に向上させ、全国的な認知度向上を図ります
• 恐竜モニュメントを元禄線に設置し、併せてダイナソーカー
ド事業を実施することで恐竜のまち勝山をＰＲします
• 弁天桜堤防に全長１㎞にわたり木チップを敷き詰め、桜堤
防の統一的で美しい景観を確保します

• 青少年の世界的な視野を広げるため、ハワイへ青少年訪問団を派遣し
ます
• 新体育館建設に向けた本格的な工事に着手します
• 高齢者の介護予防や高齢者見守りに関するボランティア活動をポイン
ト化し、そのポイントを商品券に引き換えます
• 奥越地域地場産業振興センターを、平泉寺荘および市民活動センター
の機能を兼ね備えた複合施設に改修します

・老朽化した市営温水プールの大規模リニューアル工事を行います

• 冬期間の交通の確保を行うため、老朽化した除雪ドー
ザーの更新を行います
• 長尾山公園の渋滞対策として、ステゴサウルス広場北側に新たな駐車場を整備
します
• 空き家の解体費用の一部を助成し、放置されている老朽危険空き家解体の促進
を図ります
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平
成
平
成
2525
年
度
予
算
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概
要

年
度
予
算
の
概
要

今
年
度
予
算
を
特
徴
付
け
る
主
な
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

エコ環境都市の実現

循環型農業の推進
　　　　　林業および水産業の振興

子育て環境モデル都市
　　　　　人間性豊かな教育環境の実現

●小規模水力発電のモデル事業を支援する
●雪氷熱エネルギー利活用の研究
●住宅での太陽熱利用システム等の設置費用に助成する

●農林業機械・施設整備に対する市補助金の嵩上げ
●「越前さといも」生産体制への支援
●みどりと花の県民運動大会への補助

●放課後等デイサービス自己負担無料化
●養育医療費の助成
●教育環境のさらなる整備
●奨学金貸与額を増額

ココがポイント！

ココがポイント！

ココがポイント！

• 昨年開催された「環境自治体会議かつやま会議」の
成功をきっかけに、市民の環境意識をさらに高めるとともに、会議の成果を全国に発信し、
エコ環境都市勝山の魅力アップを図ります
• 新エネルギーとして注目されている雪氷熱エネルギーの利活用（雪の有効活用）を、産
学官一体となった協議会を設置し検討します
• 家庭での省エネ推進のために、住宅の給湯に使用するソーラーシステムや薪ストーブ等
の設置費用を助成します 

• 農林業機械・施設整備に対する国・県補助事業において、市
の補助率を嵩上げします
• 全国ブランドである「越前さといも」の産地の再生・強化を図るため、さといも圃場の
面的集約化に取り組む地域生産者等を支援します
• 今年６月に勝山市で開催される「第３回みどりと花の県民運動大会」について、開催経
費の一部助成をします

• 奥越特別支援学校の開校に伴い、敷地内に開所される児童通所サー
ビス（放課後等デイサービス）の自己負担額を全額助成します
• 未熟児の入院養育にかかる医療費の自己負担分を助成します
• 小学校にデジタル放送録画機器・ハードディスク、大型ディスプ
レイ・実物投影機を整備し、分かりやすい授業の促進を支援しま
す（２か年）
• 平成25年度から奨学金貸与額を増額します
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新体育館の主な概要
　・敷地面積138,000.00㎡（長山公園合わせて）
　　※うち体育館・駐車場エリア　27,451.42㎡
　・建築面積：5,372.48㎡
　・延床面積：6,623.68㎡　１階　4,645.37㎡
　　　　　　　　　　　 　２階　1,978.31㎡
　・階数・高さ：地上２階、最高18.5m
　・駐車場：一般車両272台、大型バス５台ほか
　・駐輪場：80台
　
アリーナ機能主な概要
バドミントン12面、バスケットボール２面、バレーボール３
面、フットサルコート１面、テニスコート３面、卓球16面、
剣道６面（大きさ57ｍ×38ｍ　高さ13.5ｍ）
・アリーナ周りの４面に固定観覧席1,000席
・ランニングコース（１周約200ｍ）

その他
　・トレーニングルーム（多様なトレーニング機器を設置）
　・研修室、会議室を設置（サークル活動等に利用可能）
　・多目的室（エアロビクス等に利用可能）

イメージ図（上）：
アリーナ（２階４面に
固定観覧席。その後ろ
にランニングコースを
設置）

イメージ図（左）：
長山公園との一体的整
備（相互に行き来でき
る）

問　新体育館整備課
　　（市民会館2階）
　　☎88-8122
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◎
建
設
が
始
動

　

い
よ
い
よ
勝
山
市
民
の
長
年
の

夢
・
願
い
で
あ
っ
た
総
合
的
な
体

育
館
建
設
が
本
格
的
に
動
き
出
し

ま
す
。
体
育
館
は
平
成
30
年
度
福

井
国
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
場

と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
既
存
の
長

山
公
園
と
の
一
体
的
利
用
を
視
野

に
入
れ
、
都
市
公
園
事
業
に
て
体

育
館
を
整
備
し
ま
す
。

　

新
体
育
館
を
整
備
し
て
い
く
基

本
方
針
は
左
の
表
の
と
お
り
で

す
。

◎
特　

色

• 

シ
ル
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ア
ル

ミ
製
の
外
壁
で
覆
い
、「
繊
維

の
ま
ち
勝
山
」
ら
し
さ
を
演
出

し
ま
す
。
ま
た
、
外
壁
を
２
重

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
施
設
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

• 

屋
根
か
ら
の
落
雪
対
策
、
駐
車

場
等
の
堆
雪
ス
ペ
ー
ス
確
保
な

ど
、
雪
対
策
に
配
慮
し
ま
す
。

• 

日
影
の
影
響
を
抑
え
、
圧
迫
感

を
与
え
な
い
外
観
計
画
と
し
、

駐
車
場
で
の
排
気
ガ
ス
や
光
害

対
策
な
ど
、
周
辺
地
域
に
配
慮

し
た
施
設
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◎
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
回
、
新
体
育
館
の
基
本
設
計

が
完
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
年

12
月
末
ま
で
に
実
施
設
計
を
行

い
、工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
は
敷
地
造
成
工
事
、
大

用
水
移
設
工
事
等
を
行
い
、
平
成

26
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
体
育
館
本

体
工
事
に
着
手
し
、
平
成
28
年
度

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
に
は
福
井
国
体
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
の
プ
レ
大
会
が
開

か
れ
、
平
成
30
年
に
国
体
本
番
を

迎
え
ま
す
。

■新体育館の基本方針
１ ．競技力の向上と市民の体力づくり・健康づくりの
ための施設
○ 基礎トレーニング器具等を整備し、選手の強化・
育成が図れる施設とします。
○ 体力・健康づくりの運動講座などにより、市民が
気軽にスポーツができる環境の拡充を図ります。

２ ．スポーツサークルの活動ができる施設　
○ スポーツ活動促進のため、各種団体等に活動の場
を提供し、自立したスポーツを育む施設とします。
○ 子供から高齢者まですべての市民が、スポーツを
通して豊かな交流が出来る環境を創出します。

３ ．国体や県レベル規模のスポーツイベントが開催で
きる施設
○ 大規模なアリーナに観覧席を設置することで、ス
ポーツをする人が快適に、スポーツを見る人が楽
しめる施設を目指します。

４ ．災害時に市民生活をサポートする支援施設　
○ 災害時には、要援護者を収容できる二次避難所と
しての施設整備を行います。
○ 大規模災害時における救援物資の一時保管、集積
場所などの役割に応じた防災設備を備えます。

５ ．利便性の良さを活かしたイベント施設　
○ 施設の規模や機能また、交通アクセスの良さを活
かした多様なイベントが開催できる施設として整
備します。

新体育館新体育館の基本設計固まる！の基本設計固まる！
いよいよ新体育館建設に向けての基本設計が完了し、体育館の概要が見えてきました。多く
の市民やアスリートが、人と人の絆を結びながら豊かな夢と活力を育み、勝山市の新たなラ
ンドマークとして「親しまれ」「愛され」「誇れる」新体育館を目指します。
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第２次勝山市男女共同参画基本計画第２次勝山市男女共同参画基本計画

平成24年度策定

計画期間　平成25年度～平成33年度

男
ひと

と女
ひと

がともに思いやり、
責任を担い合うまちの実現

　勝山市では、10年前に策定した「勝山市男女共同参画基本計画」に沿って、男の人も女の人も性別に
かかわりなく、ともに家庭を、地域を、職場を支える「男女共同参画社会の実現」に向けて、さまざま
な取り組みを進めてきました。
　その結果、市民の皆さまのなかに、こうした考えが少しずつ広がってきましたが、「男の仕事」「女の
仕事」といった性別により役割を分担する意識が、家庭や地域で根強く残っています。
　新しく策定した「第２次勝山市男女共同参画基本計画」では、これまでの取り組みの成果を引き継いで、
「男（ひと）と女（ひと）がともに思いやり、責任を担い合うまちの実現」に向けて、市民の皆さまと
取り組んでいきます。

ダイジェスト版
【保存版】

計画の策定にあたって
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３
月
定
例
市
議
会
が
、
２
月
27

日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
新
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
「
勝
山
市
の
未
来
を
肯
定
的
に

見
て
、
希
望
あ
る
未
来
を
切
り
開

く
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。」
と
い
う
基
本
の
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
予　

算

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
８
件
の
特
別
会
計
、
１
件
の
企

業
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。（
２
〜
５
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会

計
お
よ
び
８
件
の
特
別
会
計
の
補

正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
条
例
な
ど

　

条
例
は
、
制
定
が
11
件
、
一
部

改
正
が
10
件
、
お
よ
び
1
件
の
規

約
の
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
を
可
決

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
を
可
決

3月
定例議会

• 

勝
山
市
都
市
公
園
条
例

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
基
金
条
例

• 

勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

• 

勝
山
市
工
業
振
興
条
例

◆
そ
の
他

　

そ
の
他
、
２
議
案
が
可
決
、
５

議
案
が
可
決
お
よ
び
同
意
、　

１

件
の
意
見
書
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
１
件
の
陳
情
が
採
択
さ

れ
、
１
件
の
陳
情
が
継
続
審
査
、

２
件
の
陳
情
が
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

◆
委
員
の
選
任

• 

勝
山
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
ま
し
た

　

松
村 

誠
一 

氏 
（
芳
野
町
２
）

• 

勝
山
市
教
育
委
員
の
任
命
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た

　

梅
田 

幸
重 

氏（
福
井
市
文
京
６
）

　

若
林 

正
三
郎 

氏 

（
旭
町
２
）

制
定
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例

• 

勝
山
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

• 
勝
山
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例

• 

勝
山
市
道
路
の
構
造
の
技
術
的

基
準
等
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
布
設
工
事
監
督
者
及
び

水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
等
に

関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
公
共
下
水
道
の
構
造
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
食
育
推
進
会
議
設
置
条
例

他
３
件

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
職
員
定
数
条
例

• 

勝
山
市
重
度
障
害
児
（
者
）
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
水
防
協
議
会
設
置
条
例

• 

勝
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

「上下水道料金は“据え置きに”」「上下水道料金は“据え置きに”」
～市上下水道料金制度協議会から答申～～市上下水道料金制度協議会から答申～

「男女共同参画をより一層進めて」「男女共同参画をより一層進めて」
～市男女共同参画審議会から答申～～市男女共同参画審議会から答申～

　３月26日㈫、市役所を訪れた勝山市上下水道
料金制度協議会の浅沼 美忠会長（福井県立大
学准教授）と伊藤 廣忠副会長から、上下水道
料金制度について答申を受けました。

　３月11日㈪、市役所を訪れた勝山市男女共同
参画審議会の和田 章仁会長（福井工業大学教
授）と石塚 善栄副会長（野向町区長会長）から、
第２次勝山市男女共同参画基本計画の最終計
画案の答申を受けました。

浅沼会長（写真中央）から答申書のポイント
の説明を受ける山岸市長。

和田会長（写真右）から答申書を受け取る山
岸市長。
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人権を尊重した男女共同参画社会の実現

すべての人で支え合う社会の実現

ゆとりある生活ができる社会の実現

重点目標①　家庭や地域での慣習、しきたりの見直しや意識改革
重点目標②　多様な生き方の選択を可能にする教育、学習の充実

重点目標①　政策、方針決定過程への女性の参画促進
重点目標②　地域における女性の参画促進
重点目標③　働く場における男女の均等な機会、待遇の確保
重点目標④　農林業・自営業における女性の地位向上と支援

重点目標①　子育て環境の充実
重点目標②　介護サービスの充実
重点目標③　「仕事」と「生活」の両立のための支援
重点目標④　生涯にわたる健康づくりの推進

　あらゆる機会を通じた意識啓発や、学校、家庭、地域、
職場などあらゆる場を通じた教育・学習の充実を図り、
人権を尊重した男女共同参画社会の実現を目指します。

　すべての人が活躍でき、すべての人で支え合う、将来
にわたって持続可能な社会の実現を目指します。

　ワーク・ライフ・バランス※5の推進を図
り、男女がともにゆとりを持ち、生涯にわ
たり健康で、自分らしく豊かな生活を送る
ことができる社会の実現を目指します。

★市民の皆さまは…★

•家庭や職場で男女共同参画を話題にしましょう。
•講座や講演会に参加しましょう。

★市民の皆さまは…★

・ 勝山市や国、県の政策に興味、関心を持ち、方針
決定に参画しましょう。
・ 地区の運営や活動に積極的に参加しましょう。

★市民の皆さまは…★

・ やりがいのある仕事と、家族で過ごす時間や地域活動
に参加する時間とのバランスを大切にしましょう。
・ 家族が協力して、家事や育児、介護を行いましょう。

※５　ワーク・ライフ・バランス： 「仕事」と「生活」の調和を図
ること。働きながら私生活も充
実させられるように職場や社
会環境を整えること。

５つの基本目標　市民・地域・事業所
勝山市男女共同参画キャッチフレーズ「男女
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あらゆる差別のない社会の実現

互いの尊厳を守る社会の実現

重点目標①　高齢者、障害者、外国人が安心して暮らせる環境整備

重点目標①　配偶者等からの暴力※3（ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ））の根絶
重点目標②　ハラスメント※4の防止

　性別や年齢、障がいの有無に関わらず、あらゆる人が
心豊かに暮らし、社会活動に参画できるよう、ノーマラ
イゼーション※1の理念に基づいた差別のない社会の実現
を目指します。

　配偶者等からの暴力の根絶に向けた取り組みを進め、更
に、児童虐待、高齢者虐待などあらゆる家庭内暴力の防止
に向けて関係機関との連携を深め、すべての人がお互いの
尊厳を守れる社会の実現を目指します。

★市民の皆さまは…★

・ 障害者や高齢者と健常者を区別しないノーマライ
ゼーションの理念を理解しましょう。
・ 心のバリアフリー※2に努めましょう。

★市民の皆さまは…★

・ 配偶者等からの暴力やハラスメントについて
正しい知識を持ちましょう。
・ もし被害にあったら、ひとりで悩まず相談しま
しょう。

※１　ノーマライゼーション： 障害者や高齢者と健常者が特別に区別されることなく、社会生活を共に営むこと
が正常で望ましい社会の姿であるとする考え方。

※２　バリアフリー： 障害者を含む高齢者等の社会生活弱者が社会生活をする上で、生活の支障となる障がいを
取り除こうという考え方。

※３　配偶者等からの暴力： 配偶者や恋人など親密な関係にある、またはあったものから振るわれる暴力。身体
的な暴力に限らず、精神的暴力、経済的暴力、性的暴力、社会的暴力など、あらゆ
る暴力が含まれる。

※４　ハラスメント： 嫌がらせ、いじめ。性的な言動で他の者を不快にさせるセクシュアル・ハラスメントや、
人間関係における優位な力関係を背景に相手に精神的・身体的な苦痛を与えたり職場環境
を悪化させるパワー・ハラスメントなどがある。

所・行政が一体となって取り組みましょう！！

女参画　はじめの一歩は　思いやり」
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平
成
24
年
度 

勝
山
市
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
の
報
告

〜
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
昨

年
度
は
次
の
よ
う
な
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
も
夏
休
み
の
被
災
地
の
子
ど
も

受
け
入
れ
や
被
災
地
の
物
品
販
売
を
中
心
に
、
支

援
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

　
　

☎
88
‐
１
１
１
５

【平成24年度の支援活動】

活　動　項　目 活　動　内　容

被災地の子ども
受け入れ

7/27 ～ 7/31　陸前高田市児童４名が平泉寺小学校児
童と交流
8/1 ～ 8/4　南相馬市児童８名が野向・村岡小学校児童
と交流

被災地物品の販売 もんぜん市など市内のイベントで出店販売

なみえ焼そばの招致 勝山左義長まつりになみえ焼そばチームを招待

陸前高田市長招へい 10/14　戸羽 太 陸前高田市長を招待し、講演会および
山岸市長とのトーク会を開催

一時移住者支援 7/13　一時移住者と市の意見交換会
7/18　一時移住者が山岸市長と面談

希望の灯り点灯 2/25～ 3/15　市役所および社会福祉協議会で点灯

陸前高田市長を迎えて 夏休みの子ども受け入れ事業

　
「
被
災
し
た
自
治
体
の
力
に
な
り
た
か
っ

た
。」
と
話
す
松
井
主
任
は
、
全
国
市
長
会

か
ら
の
派
遣
要
請
に
応
じ
、
東
日
本
大
震
災

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
気
仙
沼
市

へ
、
昨
年
の
10
月
１
日
か
ら
今
年
の
３
月
31

日
ま
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
市
役
所
に
は
10
月
１
日
時
点
で
全

国
各
地
か
ら
約
80
人
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
な
か
で
松
井
主
任
は
農
林
課
に

配
属
さ
れ
、
農
林
道
の
災
害
復
旧
工
事
を
担

当
し
ま
し
た
。

■
復
興
の
遅
れ

　

松
井
主
任
が
現
地
を
見
て
、
ま
ず
感
じ
た

こ
と
は
、〝
全
然
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
〞。

　

昨
年
５
月
の
時
点
で
、
が
れ
き
撤
去
は
ほ

ぼ
終
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
目
に
見
え

る
形
で
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、

着
任
し
た
10
月
は
、
よ
う
や
く
少
し
ず
つ
復

興
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
た
頃
で
し
た
。

■
被
災
地
の
現
状

　

気
仙
沼
市
は
、
地
震
の
影
響
で
市
全
体
が

約
70
セ
ン
チ
沈
下
し
、
こ
れ
に
よ
り
海
岸
線

は
内
陸
側
に
近
づ
き
、
農
林
道
を
は
じ
め
と

す
る
イ
ン
フ
ラ
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、

松
井
主
任
は
農

林
業
施
設
の
災

害
復
旧
に
従
事

し
、
遅
れ
て
い

た
国
等
へ
の
復

興
関
係
の
申
請

等
の
準
備
が
よ

う
や
く
整
っ
て

き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
「
目
に

見
え
る
形
で
の
復
興
は
１
年
後
く
ら
い
に
な

る
。」
そ
う
で
す
。

　

松
井
主
任
は
、「
復
興
は
ま
だ
ま
だ
先
の

話
。
ど
ん
な
形
で
も
い
い
か
ら
、
支
援
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
被
災
者
の
皆

さ
ん
は
、
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

て
、
被
災
地
の
現
状
を
少
し
で
も
知
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
語
る
一
方
、「
今

後
は
被
災
地
で
の
経
験
を
仕
事
に
も
生
か

し
、
ま
た
、
経
験
し
て
き
た
現
状
を
伝
え
て

い
き
た
い
。」と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
、
昨
年
10
月
か
ら
半
年
間
、

建
設
課
の
松
井 

猛 

主
任
（
当
時
は
主
査
）
を
被
災
地
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

被
災
地
へ
ど
ん
な
形
で
も
支
援
を
！

被 災 地

派 遣 職 員

インタビュー

松井　猛さん（40）
＝建設課 主任＝
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計画を推進するための５つの視点

本計画での重点的な取り組み

計画の推進体制

学習機会の提供、
啓発活動の推進

審議会等への
クオータ制※6の導入、
行政協力員※7への
女性の参画推進

配偶者等からの暴力
（ドメスティック・バイオレンス（DV））

防止対策

ワーク・ライフ・バランス
の推進

ノーマライゼーション、
バリアフリーの実現

１．審議会等の構成員における男女の割合の偏りをなくします。
２．各地区の運営に女性が参画できるよう支援します。
３． 配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ））
の根絶に向けて取り組みます。

市　民
地域、事業所、学校など

勝山市男女共同
ネットワーク

勝山市男女共同
参画審議会

勝山市

国、県、関係機関

計画の詳しい内容につきましては、市のホームページをご覧ください。
問　未来創造課（市役所２階）　☎88－1115　FAX 88－1119

計画の推進

※６　クオータ制： 性別を基準に、一定の比率を割り当てる制度。公的機関・委員会等の構成員の男女比率に偏
りがないようにする仕組み。

※７　行政協力員： 勝山市独自の制度で、行政からの連絡事務や地域の意見を行政に反映させるための業務等を
行う、行政と地域の橋渡し役。現在は区長に委嘱している。

　「男女共同参画社会の実現」に向けて、市民、地域、事業所、行政、関係機関が
協働して取り組みます。
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各種お知らせ

平
成
25
年
度
も

　
　
　

エ
コ
環
境
都
市
を
推
進
し
ま
す
！

　

昨
年
の
5
月
に
開
催
し
ま
し
た

「
環
境
自
治
体
会
議
か
つ
や
ま
会

議
」
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
様
々
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
勝
山
市
で
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
新
し
い
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
６
つ
に
つ
い
て

　
　

新
し
く
取
り
組
み
ま
す
！

① 

住
宅
用
太
陽
熱
利
用
設
備

設
置
促
進
事
業

　

家
庭
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
削
減
に
向
け
て
、
住
宅

用
の
太
陽
熱
温
水
器
を
設
置
す
る

場
合
、
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

補
助
額
▼
費
用
の
５
分
の
１
以
内

（
上
限
５
万
円
）

② 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

設
置
促
進
事
業

　

家
庭
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
削
減
に
向
け
て
、
薪
ス

ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

導
入
す
る
場
合
、
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
額
▼
費
用
の
５
分
の
１
以
内

（
上
限
５
万
円
）

③ 

雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
化
促
進
事
業

　

雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

に
向
け
た
研
究
や
、
導
入
に
向
け

た
検
討
を
す
る
た
め
に
協
議
会
を

立
ち
上
げ
ま
す
。

「かつやまをきれいにする運動」
賛同団体に市が支援します

あなたの地区や団体でも
勝山をきれいにしませんか

えちてつサポーターズクラブ
会員募集中！

　市は「かつやまをきれいにする運動」を展開
しており、清掃美化活動（ごみ拾いや草刈りな
ど）や環境保全活動を実施する地区や団体に、
清掃道具などの支援を行っています。
　２月末現在で、81地区、65企業・団体がこの
運動に賛同し、活動しています。
　この運動に取り組み、ぜひ一緒に勝山をきれ
いにしましょう。
支 援内容▶希望する用品等（総額5,000円以内）
の提供
※詳しくは下記までお問い合わせください
申・問　環境政策課（市役所２階）
　　　　☎88 ｰ 8104

　昨年度に入会された方も、年度ごとに更新が
必要です。
年会費▶1,000円／人
　　　　※会員の同居家族は年会費が半額
主な特典▶
①普通運賃が１割引になります
　※ ゴールド会員（65歳以上の方）は２割引
②貯まったポイントを景品と交換できます
③ 同クラブ加盟店で素敵な特典を受けられます
申 込先▶最寄りのえちぜん鉄道の有人駅
　　　　市役所（環境政策課）、各公民館
申・問　えちてつサポーターズクラブ事務局
　　　　☎0776 ｰ 52-8830
　　　　環境政策課（市役所２階）
　　　　☎88 ｰ 8104

④ 

雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
モ
デ
ル
事
業

　

勝
山
市
の
『
資
源
』
で
あ
る
雪

の
有
効
活
用
や
、
法
律
で
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

導
入
促
進
・
事
業
化
等
を
図
る
た

め
、
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
で
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

⑤ 

小
水
力
発
電
の
導
入
に
関
す
る

調
査
・
研
究
事
業

　

環
境
学
習
を
目
的
に
開
発
さ
れ

た
「
ピ
コ
ピ
カ
発
電
」
を
試
験
的

に
購
入
し
、
希
望
す
る
地
区
ま
た

は
学
校
に
貸
し
出
し
、
環
境
学
習

や
地
区
の
街
灯
な
ど
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

⑥ 

小
水
力
発
電
等
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
推
進
モ
デ
ル
事
業

　

渓
流
等
の
豊
富
な
水
力
を
活
用

し
、
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推

進
し
、
地
域
の
自
立
・
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
る
た
め
、
先
進
モ
デ
ル
と
な

り
う
る
小
水
力
発
電
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４
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パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器

維
持
管
理
も
大
切

　

行
政
相
談
委
員
のご

紹
介

冬
眠
明
け
のク

マ
に
ご
注
意

　

次
の
２
つ
の
計
画
案
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

① 

第
２
次
勝
山
市
行
財
政
改
革
実

施
計
画
（
案
）

② 

勝
山
市
農
業
・
農
村
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）

閲 

覧
場
所
▼
市
役
所
（
総
務
課
、

農
業
政
策
課
）、
す
こ
や
か
、
市

立
図
書
館
、
各
公
民
館
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
地
場
産
セ

ン
タ
ー
）、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提 

出
先
▼
①
に
対
す
る
ご
意
見
は

総
務
課
に
、
②
に
対
す
る
ご
意

　

火
災
か
ら
大
切
な
生
命
を
守
る

た
め
に
平
成
23
年
６
月
か
ら
設
置

が
義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
方

は
、
必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
設
置
し
た
後
は
、
電
池
切

れ
に
な
っ
て
い
な
い
か
等
、
定
期

的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

悪
質
な
火
災
警
報
器
の
訪
問
販

売
に
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

問　

消
防
署　

☎
88
‐
０
４
０
０

　

４
月
１
日
に
左
記
の
２
名
の
方

が
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

２
年
間
で
す
。

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
教
育
会
館

で
、行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
規
委
嘱　

　

木
村　

美
智
子
氏（
昭
和
町
１
）

再
委
嘱

　

深
谷　

久
枝
氏　
（
元
町
１
）

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

　

春
は
、
ク
マ
が
食
べ
物
を
求
め

て
活
発
に
活
動
す
る
季
節
で
す
。

悪
天
候
の
日
は
、
ク
マ
も
人
の
気

配
に
気
付
き
に
く
い
た
め
、
特
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

ク
マ
を
目
撃
し
た
り
痕
跡
を
見

つ
け
た
り
し
た
場
合
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問　

勝
山
警
察
署☎

88
‐
０
１
１
０

　
　

林
業
振
興
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
２
１

見
は
農
業
政
策
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

※ 

意
見
記
入
票
は
、
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す

応
募
締
切
▼
４
月
22
日
㈪正

午
ま
で

問　

①
に
つ
い
て
は

　
　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

　
　

②
に
つ
い
て
は

　
　

農
業
政
策
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

６月９日㈰ 開催
勝山恐竜クロカンマラソン

“おもてなし”スタッフ募集

新規口座振替申込者に
1,000円を交付します
～口座振替による納税の推進～

　当日の受付業務などをしていただけるボラン
ティアスタッフを募集します。
集 　合▶当日の午前７時30分に、チャマゴン広
場に集合してください
申 込方法▶登録申請書を下記まで提出してくだ
さい（申請書は市のホームページからダウン
ロードできます）
申込締切▶５月10日㈮
※ ５月下旬に事前説明会を開催し、詳しい業務
内容等について説明します

申・問　生涯学習・スポーツ課
（教育会館２階）☎88 ｰ 8114

　市税の滞納がなく、下記の市税について新規
または追加の口座振替のお申し込みがあった場
合に、１人１回を限度として1,000円を交付しま
す。
※ すでに口座振替や特別徴収（年金等からの天
引き）の方は対象外です
申請期間▶平成25年４月１日㈪～

平成26年３月31日㈪
対象となる市税▶
　①市県民税（普通徴収）
　②固定資産税（都市計画税を含む）
　③軽自動車税
　④国民健康保険税（普通徴収）
申 請方法▶市税口座振替申込書に必要事項をご
記入・押印のうえ、預金口座を有する市指定
金融機関等に提出してください
勝山市指定金融機関等▶
福井銀行、福邦銀行、北陸銀行、越前信用金
庫、テラル越前農業協同組合、北陸労働金庫、
ゆうちょ銀行
問　税務課（市役所１階）
　　☎88 ｰ 8101
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　就職や退職、進学などをした方は、健康保
険と年金の資格にご注意ください。

就職した場合
　職場の健康保険加入後、国民健康保険の喪
失手続きが必要です。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
新しい職場の被保険者証、国民健康保険被
保険者証、印鑑

退職した場合
　職場の健康保険の資格がなくなるため、次
のいずれかに加入することになります。
　①職場の健康保険の「任意継続」
　②配偶者等の健康保険の扶養
　③国民健康保険
◆届出先
　①加入していた健康保険の事業所
　②配偶者の職場
　③市民課
◆手続きに必要な物
加入していた健康保険資格を喪失したこと
を証明する書類、印鑑

進学した場合
　修学するためにほかの市町村へ住民票
を移した方には、遠隔地被保険者証を交
付します。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
　在学証明書（平成25年4月以降のもの）、
　国民健康保険被保険者証、印鑑
※ 修学を終えた方は遠隔地被保険者証を返却
し住民登録してある市区町村で国民健康保
険に加入してください。

　職場の厚生年金（共済年金）の資格を喪失
した20歳以上60歳未満の方は、国民年金加入
の手続きを行ってください。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
厚生年金などを喪失したことを証明する書
類、印鑑、年金手帳

問　市民課（市役所1階）☎88‐8102

①納付書での前納（１年・６か月）の
納付期限は４月末日です

　国民年金保険料をまとめて先払い（前納）
すると下記のとおり割引があります。４月上
旬に送付される前納用納付書を使用してお支
払いください。

（納付期限）４月30日（火）

１年前納 ６か月前納

納付額 177,280円 89,510円

割引額 3,200円 730円

②年金相談会場が変わりました

　４月から福井年金事務所による出張相談所
の開設場所が変わりましたのでご注意くださ
い。
（開設場所）勝山市民会館
（開設日時）毎月第２木曜日
　　　　　 午前10時～午後3時30分

問　市民課（市役所1階）☎88‐8102
　　福井年金事務所
　　　①国民年金課　  ☎0776－23－4516
　　　②お客様相談室  ☎0776－23－4518

就職・退職・進学したら就職・退職・進学したら
国民健康保険と国民年金の手続きを国民健康保険と国民年金の手続きを

年金のお知らせ年金のお知らせ

国
保
・
年
金

国民健康保険

国民年金

別世帯の方が代理で届出される場合
委任状と代理人の本人確認ができるもの
（免許証など）が必要となります。
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こせ整形外科
古瀬　久裕 院長

■
勝
山
市
で
開
業
し
て

　

医
師
に
な
っ
て
初
め
て
赴
任
し
た
の
が
勝

山
病
院
（
現
在
の
福
井
社
会
保
険
病
院
）
で

し
た
。
そ
の
後
、
北
陸
3
県
各
地
の
医
療
機

関
で
勤
務
し
ま
し
た
が
、
勝
山
市
民
は
医
療

者
に
対
し
て
優
し
く
好
印
象
で
あ
っ
た
の

で
、
人
生
を
か
け
る
つ
も
り
で
、
勝
山
市
で

開
業
し
ま
し
た
。
今
も
勝
山
市
で
開
業
し
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
診
療
を
通
し
て

　

高
齢
者
に
多
い
の
は
、
腰
痛
や
ひ
ざ
痛
で

す
。
農
業
・
林
業
・
繊
維
従
事
者
で
足
腰
を

使
う
人
が
多
い
の
で
、
そ
の
影
響
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

子
ど
も
に
多
い
の
は
ケ
ガ
で
す
。
小
・
中
・

高
校
と
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
す
が
、
使
い
過

ぎ
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
体
の
成
長
す
る
部
分
は
、
筋
肉
は
強

い
が
骨
は
弱
い
た
め
、
骨
に
負
担
が
か
か
る

た
め
病
気
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

※ 

オ
ス
グ
ッ
ド
・
シ
ュ
ラ
ッ
タ
ー
病
（
膝
の

骨
が
出
っ
張
っ
て
痛
む
）、
野
球
肩
、
野
球

肘
な
ど
。

■
他
医
療
機
関
と
の
連
携

　

入
院
が
必
要
な
と
き
は
、
肩
・
手
・
膝
な

ど
そ
の
部
位
の
専
門
医
が
い
る
病
院
を
選

び
、
福
井
社
会
保
険
病
院
や
市
外
の
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
福
井
社
会
保
険
病

院
へ
は
、
緊
急
性
が
高
い
人
や
遠
く
に
通
え

な
い
人
な
ど
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

退
院
後
は
、
私
の
と
こ
ろ
で
治
療
を
継
続
す

る
人
も
い
ま
す
。

■
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に

　

高
齢
者
に
多
い
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に

は
上
手
に
体
を
使
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
無

理
を
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

痛
み
は
体
の
赤
信
号
、
ど
こ
に
異
常
が
あ
る

か
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
痛
み

の
時
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

正
座
に
こ
だ
わ
る
人
も
い
ま
す
が
、
正
座

が
し
に
く
い
と
感
じ
た
時
は
、
椅
子
や
ベ
ッ

ト
を
使
用
す
る
な
ど
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変

え
る
こ
と
が
膝
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

運
動
の
前
後
に
十
分
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う

こ
と
で
す
。
筋
肉
が
し
な
や
か
で
な
い
と
骨

に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

痛
み
が
あ
っ
た
ら
無
理
に
続
け
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
痛
み
や
体
調
が
崩
れ
た
と
き
は

無
理
を
し
な
い
で
、
出
場
す
る
試
合
を
調
整

す
る
こ
と
が
長
く
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
秘
訣

で
も
あ
り
ま
す
。
大
人
が
子
ど
も
の
休
め
る

環
境
を
作
っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
、
ケ
ガ
を
防

ぐ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

第６回

４
月
の
エ
コ
協
活
動

● 

平
成
24
年
度
「
わ
が
ま
ち
魅
力
醸

成
事
業
」
報
告
会

　

３
月
24
日
㈰
、
す
こ
や
か
で
「
平

成
24
年
度
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成
事
業

報
告
会
が
行
わ
れ
、
一
般
事
業
の
部
20
団

体
が
こ
の
１
年
間
に
取
り
組
ん
だ
事
業
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
団
体
は
、

地
域
の
山
や
町
の

遺
産
の
環
境
整
備

が
主
な
事
業
で
し

た
。
今
年
度
は
、

そ
れ
ら
を
市
民
に

利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
民
団
体
は
、
商
店
街
の
活
性
化

や
勝
山
の
情
報
発
信
、
勝
山
の
食
材
を

使
っ
た
特
産
品
の
開
発
な
ど
、多
岐
に
渡
っ

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業

が
い
つ
か
法
人
化
し
、
エ
コ
協
か
ら
独
立

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
に
参
加

し
た
16
団
体
は
、
発
表
形
式
で
は
な
く
、

パ
ネ
ル
に
て
事
業
報
告
を
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
「
い
の
せ
ボ
ー
ノ
く
ら
ぶ
」
は
、

報
告
会
の
合
間
に
本
事
業
で
開
発
し
た
ご

当
地
バ
ー
ガ
ー
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
バ
ー
ガ
ー
は
、
猪
野
瀬
地
区
で
採
れ

る
食
材
で
作
ら
れ
て
お
り
、「
い
の
せ
☆
い

も
じ
ゃ
ー
ガ
ー
」
と
命
名
。
里
芋
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
て
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

文
章　

エ
コ
協
広
報
部
長　

小
玉
理
恵

● 

平
成
25
年
度
「
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成
事

業
」
提
案
募
集

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
各
地
区
団
体
や
市
民
団
体
、
勝
山
市

を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
に
取

り
組
む
若
者
グ
ル
ー
プ
、
地
域
で
活
動
す

る
女
性
グ
ル
ー
プ
等
か
ら
の
幅
広
い
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
一
般
事
業
の
部

②
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
部
・

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
の
部

受
付
期
間
▼

①
４
月
30
日
㈫
ま
で

②
随
時
受
付

補
助
率
▼

① 

助
成
対
象
経
費
が
22
万
2
2
2
2
円
以

下
の
場
合
は
、
20
万
円
ま
た
は
助
成
対

象
経
費
の
90
％
の
い
ず
れ
か
低
い
方
を

上
限
と
し
、
22
万
2
2
2
3
円
以
上
の

場
合
は
、
40
万
円
ま
た
は
助
成
対
象
経

費
の
80
％
の
い
ず
れ
か
低
い
方
を
上
限

と
す
る

② 

助
成
対
象
経
費
の
総
額
ま
た
は
10
万
円

の
い
ず
れ
か
低
い
方
を
上
限
と
す
る

申
請
方
法
▼

　

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
未
来
創
造
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※ 

申
請
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
未
来
創
造
課
で
配
布
し
ま
す

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）
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勝
山
三
町
芸　

そ
の
３

（149）

　

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
本
格
的

な
鎮
火
祭
太
鼓
櫓
が
各
地
区
で
建
立
さ
れ

て
以
降
、
三
町
芸
は
櫓
の
上
で
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

の
三
町
芸
の
記
念
写
真
が
残
さ
れ
て
い

る
。（
写
真
は
下
袋
田
区
の
も
の
で
、
演

目
「
萬
歳
」
が
披
露
さ
れ
た
）
な
お
、
こ

れ
が
三
町
芸
の
最
後
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　

同
十
三
年
に
は
、
三
町
芸
の
名
残
と
し

て
上
袋
田
区
の
有
志
に
よ
っ
て
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
の
押
絵
が
作
製
さ
れ
、
鼓
絵
と
と

も
に
左
義
長
の
日
に
町
家
の
軒
下
に
飾
ら

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
資
料
館
に
飾
ら
れ

て
い
る
。

　

昭
和
に
入
り
、
戦
時
中
に
は
左
義
長
は

中
止
と
な
り
、
御
神
体
だ
け
が
路
上
に
建

て
ら
れ
、
ド
ン
ド
焼
き
の
み
が
行
わ
れ
て

い
た
。
終
戦
後
、
左
義
長
は
復
活
し
、
昭

和
三
十
年
代
前
後
の
上
袋
田
区
の
櫓
で
は

娘
手
踊
り
や
手
妻
（
手
品
）、
越
前
万
才

が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
三
十
五
年
頃

ま
で
続
い
た
が
、
自
然
と
な
く
な
り
、
現

在
は
左
義
長
太
鼓
だ
け
の
形
と
な
っ
た
。

文
化
財
保
護
委
員　

丸
屋
仁
志

三町芸の記念スナップ（下袋田区）

「モッキンバード」
「探検！発見！
ミクロのふしぎ」
～電子顕微鏡で見る
1/1000ｍｍの世界～

「本の声を聴け」
ブックディレクター
幅允孝の仕事

キャスリン・アースキン／著
明石書店

近藤　俊三／著
少年写真新聞社

高瀬　毅／著
文藝春秋

　銃乱射事件で、一番頼りにしていたお兄
ちゃんを失った発達障害の女の子ケイトリン。
だれも彼女の思いを分かってくれない中、あ
る言葉をきっかけに、ケイトリンは社会で生
きるために大事なことを見つけていき…。

　身近な植物や動物を電子顕微鏡で拡大
すると茎や根のつくり、飛ぶための工夫な
ど、生きるための工夫を見ることができる。
サクラ、タンポポ、ミツバチ、マウスなど、
身近な生き物の意外な生態を解説する。

　病院、美容室、レストラン、ブティック
…。様々な業種から選書の依頼が殺到す
る、日本で唯一のブックディレクター・幅
允孝。豊富な実例をもとに、人々の心を
動かすブックディレクションの極意を探る。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成25年３月末 前年比

総件数 148件 －20件

　人身事故
（うち高齢者）

12件
（3）

－9件
（±0）

　　死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

±0人
（±0）

　　傷　者 12人 －13人

　物損事故 136件 －11件

４月の納税

２月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ３月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,213人 6 －14 －8 33 －58 －25 12,180人 －33人
女 13,383人 8 －15 －7 30 －55 －25 13,351人 －32人
合　計 25,596人 14 －29 －15 63 －113 －50 25,531人 －65人
世帯数 8,126世帯 8,127世帯 1世帯

人口の動き

固定資産税▶第１期
納期限▶４月30日（火）　　口座振替▶４月26日（金）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上
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中部縦貫道を一足先に歩く
■３月17日　勝山IC～大野IC

　中部縦貫自動車道永平寺大野道路の勝山－大野間
の開通を祝う記念イベント「ハイウェイウォーク」
が行われ、快晴のもと約2,000人が7.8㎞をウォーキン
グしました。

はたやフォーラム開催
■３月10日　ゆめおーれ勝山

　織物の歴史をまちづくりにつなげる「はたやフォー
ラム」が開催され、講演会とパネルディスカッショ
ンが行われました。

福井大学と共同研究取り組みへ
■４月３日　市役所

　市環境保全推進コーディネーターの前園泰徳さん
が福井大教職大学院特命准教授に就任されたことに
合わせ、市と同大学とで環境教育に関する共同研究
に取り組んでいくことを確認しました。

スキー全国大会優勝報告会
■４月３日　市役所

　今シーズンのクロスカントリースキー競技で大活
躍した宇田崇二さん、石井翔子さん、宇田彬人さん、
長谷川晶俊さんが市役所を訪れ、山岸市長に報告を
行いました。

恐竜が勝山橋にやってきた！
■３月27日　勝山橋たもと

　宝くじの社会貢献広報事業である（財）自治総合
センター「コミュニティ助成事業」の助成を受けて、
勝山橋の東側たもとに恐竜モニュメントを設置しま
した。

今年も防犯ブザーを寄贈
■３月27日　教育会館

　福井エフエム放送株式会社の栗田社長が市教育委
員会を訪れ、今年の勝山市の新小学1年生189名分の
防犯ブザーを寄贈されました。

hisho
2


